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〈指導者の言葉〉 
 

国語科の「表現しよう」という単元の中で取り組んだ作文です。身近な出

来事や学校生活を振り返り，表現や構成を工夫して作文を書くという活動を

通して，「人に伝わる表現」の学習に取り組みました。 

まず，他校の生徒作品に学び，「出来事だけでなく，その時の気持ちを具

体的に書こう。」「心の声を書こう。」ということを意識して書き始め，時系

列で一本調子だった下書きから主題には必要ない部分に気付いたり，気持ち

がより伝わるよう，背景となる経緯を書き加えたりしました。 

生徒には視覚障害があり，長文を書く負担感を減らすため，パソコンを使

って記述を進めました。文字の拡大はもちろん，文章を読み返したり直した

りすることも無理なくできるため，生徒が主体的に読み返し，抵抗なく意欲

的に推敲することができました。 

この作品では，ずっと願っていたことがやっとかなった高揚感，緊張，体

験を経てちょっと大人になった気分，楽しみが終わった時の気持ち等が素直

な言葉で語られ，行きと帰りの心理的時間の長さについての記述なども見ら

れます。ただ「楽しかった。」だけではない貴重な体験であったことが分か

ります。 

経験の意味を振り返り，自信をもち，次の夢を描く。自分の夢を叶えるの

はこういうところから始まるのだと教えてくれる文章です。 

 

 


